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~美しい心でみんなのまちつaくりを~
'"き旬、'"き娠、たばこの吸いがら、チュウイ〆ガムのかみかすなどの

心ないポイ檎て行為をなくし、闘際文化鰻光都市の名にふさわしい奈良市

にしましょう。

市では、平成 7年 l月l日から 「ポイ格て防止に関する条例」を施行し、

ポイ翁てをなくすためにいろいろな取り総みを行っています。

美しいわたしたちの奈良市はみんなのもの わたしたち市民ー人ひ左り

のものです。もし、まちの中でごみを見かけたら給ってあげるやさしい心

をもちたいものです。

美しい奈良のまもをさらに美しくし 次世代へ引き継げるよう努めまし

ょうe

察NC杭友主よ，~写鎚長を使開ICていま宮.

-Eli
--:a
j
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